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抄録 
マンガの電子版を大学図書館が提供する需要があるのか、どのように利用されるのか、
また、提供に際してどのような課題があるのかといったことを調べるため、首都大学東
京において「手塚治虫マンガデジタルライブラリー」の提供を試験的に実施した。アク
セス統計とアンケート調査からいくつかの傾向が読み取れた。また、全国の大学図書館
の印刷体手塚作品の所蔵状況を調査し、今回のアクセス状況と比較・考察した。 
 
１．研究の背景、目的 
現在、大学図書館では一般に、マンガを資料
として収集・提供することはあまりない。しか
し、日本のマンガは世界的に人気があるだけで
なく、大衆文化を考える上で必要不可欠の要素
となっており、マンガに関する評論や研究書も
数多く出版されている。マンガ作品自体を学術
資料として扱う動きもすでに 2000年あたりか
ら出て来ている(1)。また、外国語に翻訳された
日本のマンガを語学教材として学生に提供す
る例もある。 
日本の大学図書館がどの程度マンガを所蔵
しているかについては、小山らの調査(2)がある。
それによれば、2012年の時点で NACSIS-CAT
参加館のうちマンガを一冊でも所蔵している
図書館は 74.4％と多数派になっている。ただ
し、ほとんどの館が所蔵冊数は千冊以下であり、
他の資料タイプと比較して極端に所蔵されな
い傾向にあるという。 
一方で、大学図書館が提供する学術雑誌は今
や電子ジャーナルが当たり前となっており、学
術書や文芸書も電子書籍として出版されるも
のが珍しくない。マンガに関しても電子版のイ
ンターネット配信が進みつつある。 
本研究は、こうした状況の中で、マンガの電
子版を大学図書館が提供する需要がどの程度
あるのか、どのように利用されるのか、また、
提供に際してどのような課題があるのかとい
った点について調査し、知見を得ることを目的
とした。 
 
２．研究の方法 
 「手塚治虫マンガデジタルライブラリー」（以
下、手塚ライブラリー）を導入し、首都大学東
京において１年半に渡って試験的に提供した。
これは手塚治虫全作品の日本語版（400巻）と
いくつかの作品の英語版（62巻）、中国語繁体
字版（166巻）をインターネット上で閲覧でき
る商品である。ストリーミング形式なので画像
のコピーやダウンロードはできない。 
サイトライセンス契約により、定額で、キャ
ンパス内の端末であれば同時接続数無制限で
アクセスできる。利用者は手塚ライブラリーに
直接アクセスすることもできるが、筆者のホー
ムページにリンクを用意し、ここからアクセス
してもらうようにした。ここに Googleドライ
ブのフォームを使ったアンケート調査への入
口を設けた。 
図２ ページ閲覧数（曜日別） 
図３ ページ閲覧数（IPアドレス別） 
図 1 アクセス数（月別） 
利用者への周知方法としては、筆者のホーム
ページへのリンクを図書館ウェブサイトから
張ってもらった他、図書館の協力を得てポスタ
ーの掲示、チラシの配布を行った。 
手塚ライブラリーの販売業者 iGroup は
COUNTER 準拠のアクセス統計を提供してお
り、インターネットからダウンロードできる。
このデータを表計算ソフト Excelで加工し、い
くつかのアクセス統計を作成した。これと上記
アンケート調査により利用実態の把握を試み
た。 
さらに、日本全国の大学図書館における紙の
手塚作品の所蔵状況を調査し、それとも比較し
て考察を加えた。 
 
３．アクセスの状況  
 図 1に月ごとのアクセス数を示す。灰色がア
クセスしたタイトルの数、黒がウェブ・ペー
ジ・ビュー数（ページ閲覧数）である。2014
年 10月の提供開始以来、当初の PR効果もあ
ってか、12月と 2015 年 1 月には 1,000 ペー
ジを超えるアクセスがあった。しかし、大学が
春休みに入る 2 月には急激にその数が落ち込
んでいる。これは学生が大学に来なくなったせ
いと考えられる。 
新学期が始まった 4 月にもアクセス数は回
復しなかったが、5月にまた急速に伸びた。こ
れは、再びポスター掲示やチラシ配布を行った
ことも影響していると思われる。その後はまた
減少に転じ、夏休みに入る８月はそれまでの最
低を記録した。9月以降、ちょっと回復したが、
12 月以降はほとんどアクセスがなくなってし
まった。 
図２は全期間を通じての曜日ごとのページ
閲覧数である。週の半ばである火、水の閲覧数
が多く、土日は少ない。大学のキャンパス内か
らしかアクセスできないので当然ではあるが、
月ごとのアクセス数と同様、大学に来る人の数
と相関関係があると言える。 
 図 3に IPアドレス別のページ閲覧数を示し
た。DHCP接続の端末も多く、IPアドレスは
あまり意味がないが、一応、ロングテールの様
相を呈している。 
 図４は作品別のアクセス回数を全期間に渡
り集計したものである。ここでは、複数巻に分
かれているタイトルは一つにまとめ、アクセス
数を合計した。「ブラック・ジャック」が圧倒
的１位で、「火の鳥」、「ブッダ」、「アドルフに
告ぐ」と続く。アクセスがあった 106 タイト
ルのうち 10 回以上アクセスがあったのは 24
タイトル(23%)だが、そのアクセス累計は 873
図４ 作品別アクセス数（全期間） 
平均 標準偏差
全体としての満足度 4.14 0.64
閲覧ソフトの操作性 3.29 1.03
画面の見やすさ 3.71 1.03
応答速度 3.29 1.48
手塚作品自体への評価 4.57 0.49
で、全アクセス回数 1,090 のちょうど 80%を
占める。いわゆるパレートの法則がここでも成
り立っている。 
7位「Black Jack」は英語版である。これを
含め、英語版は 9作品に計 64回、中国語版は
「森林大帝（ジャングル大帝）」など 4作品に
計 22 回のアクセスがあった。図５に英語版、
中国語版の月ごとのアクセス数を示す。 
 
４．アンケート調査結果 
 Google ドライブのフォームによるアンケー
トへの回答者は７人（学部生３人、大学院生４
人）にとどまった。利用目的としては、教養・
娯楽が５人、語学学習が２人、研究が１人だっ
た（複数回答あり）。 
満足度などについて、５点満点で評価しても
らったが、結果は表１の通りである。全体とし
ての満足度は高いが、閲覧ソフトの操作性や応
答速度にやや難があることがうかがえる。特に
応答速度については、４人が２、３人が５とい
う評価で、たまに応答が悪い時があることを示
している。手塚作品自体への評価は高い。 
 自由記述では、研究目的で利用したと回答し
た大学院生から、底本の書誌情報がわかりにく
いという指摘があった。版によって内容や台詞
が異なることもしばしばあるので、研究に使用
するにはそこが難点とのことである。 
 
５．紙の手塚作品の所蔵状況 
 日本の大学図書館における手塚治虫作品の
所蔵状況を調査した。方法は次の通りである。 
 CiNii Books で著者＝手塚治虫、分類＝
726.1（漫画）で検索すると 798 件ヒットし、
簡略な書誌データと所蔵巻号のリストが表示
される（2016年 3月 18日現在）。このウェブ・
ページを HTML形式でダウンロードし、その
ファイルからタイトル、出版社、出版年、シリ
ーズ、所蔵館数を簡単な Perl プログラムで抜
図５ 英語版、中国語版のアクセス数 
表１ 手塚ライブラリーの評価（n=7） 
順位 タイトル 出版社 所蔵館数
1 ぼくのマンガ人生 岩波書店 453
2 手塚治虫 : 僕はマンガ家 日本図書センター 159
3 天地創造 集英社 96
4
Manga! manga! : the world
of Japanese comics
Kodansha
International 92
5 十戒 集英社 88
6 イエスの誕生 集英社 82
7 Black Jack 秋田書店 75
8 ガラスの地球を救え 光文社 72
9 アドルフに告ぐ 文芸春秋 67
10 火の鳥 角川書店 58
表２ 所蔵の多い手塚作品（未調整） 
順位 作品 版の数 所蔵館数
1 火の鳥 14 217
2 ブラック・ジャック 8 198
3 ブッダ 8 163
4 アドルフに告ぐ 10 154
5 手塚治虫の旧約聖書物語 3 125
6 鉄腕アトム 13 106
7 ネオ・ファウスト 4 82
8 陽だまりの樹 7 80
9 ビッグX 6 72
10 ケン1探偵長 6 71
10 どろろ 5 71
10 フィルムは生きている 5 71
表３ 所蔵の多い手塚作品（調整後） 
 
き出してタブ区切りのリストを作成した。さら
にこれを表計算ソフト Excel で読み込み、加
工・分析した。 
 その結果、所蔵のない書誌レコード 4件を除
いて 794タイトルがのべ 12,314館で所蔵され
ていることがわかった。上述の小山らの調査
(2012年)では、649タイトル、5,837冊の所蔵
で、本研究とは調査方法が違うので一概に比較
できないが、著しく数が増えており、手塚作品
の新規購入が続いていることをうかがわせる。 
 所蔵館数の多い順に単純に並べた場合の上
位 10タイトルが表２である。圧倒的な１位は
『ぼくのマンガ人生』だが、これは岩波新書に
収録された自伝でマンガではない。同様に次の
『僕はマンガ家』も、8位の『ガラスの地球を
救え』も文章作品である。また、4位の”Manga! 
manga!”は日本マンガの作品集で、他のマンガ
家の作品も収録している。 
 多くの作品に異版が存在し、複数の書誌レコ
ードにそれぞれ所蔵レコードがついている。そ
の一方で、『天地創造』、『十戒』、『イエスの誕
生』（「手塚治虫の旧約聖書物語」の 1,2,3巻）
のように、主にセットで所蔵されているものも
ある。そこで、同一作品異版は統合して所蔵を
合計すると同時に、セット物で各巻ごとに書誌
が作られているものは第 1 巻の所蔵館数を採
用、というルールで作品ごとに所蔵館数を集計
した。 
 これにより、367作品の所蔵館数順リストが
得られたが、そのうち文章作品や他の作家との
合同作品集を除外した上位 10件が表３である。
「火の鳥」と「ブラック・ジャック」の順位が
入れ替わっているが、「ブッダ」、「アドルフに
告ぐ」までの上位４作品は、首都大学東京のア
クセス数上位と同じである。 
 
６．考察とまとめ 
 手塚ライブラリーの利用は残念ながら尻す
ぼみに終わった。この製品のようにコンテンツ
が固定されている（外国語版はこれから増える
見込みとのことだが）場合、継続的に費用負担
が発生する契約形態は費用対効果に乏しいと
言わざるを得ない。 
しかし、手塚作品自体への評価は依然として
高く、今後も研究対象となる可能性が高い。電
子形態を生かした製品、たとえば外国語版も含
めて主要な異版を網羅して比較対照でき、関連
資料などともリンクした手塚治虫全集ができ
れば、新たな需要も掘り起こせると考える。 
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